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福島原発事故の際の放射性物質の流れ

• 放射性物質は断続的に何回も何

日もかけて放出された

• 放射性物質は30kmを超えて広範

囲に広がった。大部分は海へ

• 雨・雪により、土壌に放射性物

質が沈着し、長くわたる放射能

汚染を引き起こした

• 14年以上経過しても、いまだに

帰還できない地域がある



原子力災害対策指針

UPZ（5-30km圏）：
・全面緊急事態でも屋内退避
・500μSv／時で即時避難、20μSv／時
で1週間以内に一時移転

30kmの外側のPPAはどうするか？
→一時議論されていたものの、立ち
消えに

「避難はミニマムに」⇒屋内退避でお茶をにごした内容

PAZ（5km圏）：
全面緊急事態で即時
避難



原子力災害対策指針の主な問題点

• 対象範囲が狭すぎる…福島第一原発事故時は30km以遠の飯舘
村も全村避難、60kmはなれた福島市も20μSv／時超

• 即時避難、一時移転の基準が高すぎる
…UPZは高線量下での避難になりかねない

• 屋内退避頼み

• SPEEDI（緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム）
を活用しないことに。モニタリングでの値で判断

• 安定ヨウ素剤の事前配布範囲や配布対象者が狭すぎる

住民の被ばく回避よりも、混乱を避けることを優先している
＝事故により被ばくする可能性を小さく見せかけている



内閣府資料より



能登半島地震⇒屋内退避の運用見直し？

• 2024年1月1日
…能登半島地震発生、道路寸断・家屋倒壊など原子力災害対策指針
の破綻が明らかに

• 1月中旬 山中委員長「原災指針の屋内退避に関する論点整理を事務
局に指示」屋内退避の開始タイミングや継続期間等を想定

• 4月…原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チーム発足

• 10月…中間まとめ⇒UPZ自治体の意見求める

• 2025年2月…報告書案。複合災害に関する自治体の意見が取り入れ
られなかったことなど毎日新聞が報道。

• 3月…原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チーム報告書

⇒原子力災害対策指針に反映





能登半島地震を踏まえて
原災指針の抜本的見直しが必要ではないか？

令和6年2月14日原子力規制庁
「原子力災害時の屋内退避に関する論点」

• 人命最優先の観点から自然災害に対する安全が確保さ
れた後に、原子力災害に対応することが基本

• 家屋倒壊が多数発生する場合には、地震に対する避難
行動を最優先で行い、地方公共団体が開設する近隣の
指定避難所で屋内退避するほか、当該指定避難所への
屋内退避が困難な場合には、ＵＰＺ外に避難すること
としていることから、複合災害時の基本的な対応は示
されている。

• 原災指針における防護措置の考え方は、避難と屋内退
避等を適切に組み合わせることにより、被ばく線量の
低減と被ばく以外の健康等への影響を抑えることがで
きるものであり、引き続き有効である

原子力災害が
自然災害対応を
阻む

被ばく防護を放棄
していいことには
ならない

指定避難所にたどり
つけない
指定避難所も損壊

避難も
屋内退避も
できない



原発事故の屋内退避「複合災害前提に」
6自治体意見、取り入れられず

毎日新聞2025年3月26日

石川県など6自治
体が複合災害を
前提にした検討
を求めていたが、
反映されていな
かった。
規制庁による自
治体集約で取り
上げたものは、
対応可能な意見
のみ？















原子力災害対策指針の改定案（p.16-17）

従来改定案



原子力災害対策指針の改定案（p.16-17）
従来改定案

ポイント：
PAZ「避難が困難な場合、屋内退避を実施」を明記
UPZ「全面緊急事態⇒屋内退避」を強調（従来は、避難までは屋内退避という感じ

のニュアンスでの記載）



改定案 従来

原子力災害対策指針の改定案（p.18）



原子力災害対策指針の改定案（p.19）



ご寄付歓迎

FoE Japanは、皆様のご支
援に支えられて、原発・エネ
ルギー政策に関する情報分析
や発信、政府や議員への働き
かけ、福島ぽかぽかプロジェ
クトの実施などの活動を継続
しています。

よろしければご寄付をご検討
いただければ幸いです。
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